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10防犯協会福田
支
部
と
交
通
安
全
協
会
福
田
支
部
主
催
に
よ
る
「
平
成
12
年

度
防
犯
・
交
通
安
全
パ
レ
ー
ド
」
が
、
秋
の
交
通
安
全
運
動
初
日
の
９
月
21
日

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

パ
レ
ー
ド
は
、
福
田
小
学
校
全
校
児
童
120
人
が
鼓
笛
隊
を
先
頭
に
福
田
地
区

を
行
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し
て
、
防
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び
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し
た
。
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新
地
町
は
、
鹿
狼
山
を
は
じ
め
と

す
る
阿
武
隈
の
山
々
、
広
大
な
太
平

洋
、
そ
し
て
丘
陵
地
帯
に
農
耕
地
と

集
落
を
形
成
す
る
、
水
と
緑
の
豊
か

な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
町
で
す
。

こ
の
豊
か
な
自
然
環
境
を
守
り
、
後

世
の
人
々
に
伝
え
て
い
く
こ
と
は
、

私
た
ち
の
責
任
で
あ
り
、
願
い
で
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
近
年
、
私
た
ち

の
ま
わ
り
は
生
活
様
式
の
向
上
や
変

化
に
伴
い
環
境
が
悪
化
し
て
い
ま
す
。

特
に
生
活
排
水
が
河
川
や
水
路
に
混

入
し
、
公
共
水
域
を
汚
し
大
き
な
問

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

町
で
は
、
美
し
い
水
環
境
の
保
全

と
快
適
な
暮
ら
し
の
た
め
に
、
平
成

６
年
度
に
「
21
世
紀
の
ま
ち
づ
く
り
」

の
た
め
の
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
な

っ
た
結
果
優
先
的
な
町
づ
く
り
に
望

む
も
の
と
し
て
下
水
道
事
業
が
第
一

位
に
と
り
あ
げ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
こ

れ
の
整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、

新
地
浄
化
セ
ン
タ
ー
と
福
田
処
理
場

に
水
を
流
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

に
よ
り
、
家
庭
の
ト
イ
レ
や
風
呂
、

台
所
、
洗
濯
な
ど
の
生
活
排
水
は
下

水
管
に
流
し
、
河
川
や
水
路
に
は
き

れ
い
な
水
が
流
れ
、
清
潔
で
快
適
な

町
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
処
理
場
に

集
め
ら
れ
た
汚
水
は
、
き
れ
い
に
処

理
し
て
自
然
に
帰
し
ま
す
の
で
、
河

川
や
海
の
汚
濁
も
防
止
さ
れ
ま
す
。

今
後
は
、
特
定
環
境
保
全
公
共
下

水
道
事
業
が
、
平
成
13
年
度
末
ま
で

に
第
一
期
計
画
地
区
を
、
農
業
集
落

排
水
事
業
は
真
弓
地
区
を
平
成
15
年

度
ま
で
に
整
備
し
、
順
次
、
平
成
27

年
度
を
目
標
に
駒
ヶ
嶺
地
区
ま
で
整

備
し
て
い
き
ま
す
。

特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道

農
業
集
落
排
水
事
業
福
田
地
区

一
部
供
用
開
始

下
水
道
利
用
第
１
号

工
事
店
の
方
か
ら
申
し
込
み
が
１

番
で
す
よ
と
言
わ
れ
び
っ
く
り
し
ま

し
た
が
、
正
直
な
と
こ
ろ
待
ち
に
待

っ
た
下
水
道
で
し
た
。
こ
れ
ま
で
は

ト
イ
レ
が
汲
み
取
り
式
で
冬
は
と
て

も
い
や
で
し
た
。
普
段
の
生
活
の
中

で
ト
イ
レ
が
楽
に
な
り
、
下
水
道
の

良
さ
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

（
輝
征
さ
ん
）

下
水
道
が
使
え
る
よ
う
に
な
り
大

変
便
利
に
な
り
ま
し
た
。
特
に
ト
イ

レ
は
便
利
に
な
り
ま
し
た
が
、
最
初

に
使
っ
た
と
き
は
緊
張
し
ま
し
た

（
笑
）。
台
所
の
水
は
以
前
か
ら
環
境

を
考
え
て
注
意
し
て
流
し
て
い
ま
し

た
が
、
こ
れ
か
ら
も
自
然
を
大
切
に
、

次
の
世
代
に
残
せ
る
よ
う
努
力
し
な

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。（

ひ
ろ
子
さ
ん
）

下
水
道
を
利
用
す
る
に
は

い
く
ら
か
か
る
の
？

下
水
道
の
供
用
開
始
に
よ
り
、
利
用

者
の
方
な
ど
に
は
、
受
益
者
負
担
金
、

排
水
設
備
工
事
費
、
下
水
道
使
用
料

を
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。
こ
こ
で
下
水
道
に
係
る
「
個

人
負
担
」
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

道
路
や
河
川
の
よ
う
に
、
利
用

者
が
不
特
定
多
数
の
場
合
に
は
、

整
備
費
用
は
公
費
で
ま
か
な
い
ま
す

が
、
下
水
道
の
よ
う
に
そ
の
区
域
の

人
だ
け
が
恩
恵
を
受
け
る
場
合
に
は
、

恩
恵
を
受
け
る
人
に
管
渠
や
浄
化
セ

ン
タ
ー
の
建
設
費
用
の
一
部
を
負
担

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
こ
れ
が
「
受
益

者
負
担
金
」
で
す
。

受
益
者
負
担
金
は
、
公
共
ま
す
１

個
あ
た
り
13
万
円
で
、
農
業
集
落
排

水
事
業
福
田
地
区
で
は
今
年
の
12
月

か
ら
、
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道

事
業
の
供
用
開
始
区
域
で
は
平
成
13

年
２
月
か
ら
、
３
年
分
割
、
年
４
期

の
12
回
に
分
け
て
納
め
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
負
担
金
を

初
回
に
一
括
納
付
し
て
い
た
だ
く
と

10
％
を
報
償
金
と
し
て
交
付
し
ま
す
。

下
水
道
を
使
う
た
め
に
は
、
台
所

や
風
呂
の
排
水
管
を
下
水
道
に

接
続
す
る
た
め
の
排
水
設
備
工
事
が

必
要
に
な
り
ま
す
。
こ
の
工
事
に
か

か
る
費
用
が
「
排
水
設
備
工
事
費
用
」

で
す
。
供
用
開
始
区
域
の
方
に
は
こ

の
工
事
を
３
年
以
内
に
行
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
工
事
に

つ
い
て
は
一
定
の
技
術
水
準
で
正
し

く
行
わ
れ
な
い
と
管
が
詰
ま
り
故
障

の
原
因
と
な
り
ま
す
の
で
、
町
で
指

定
す
る「
下
水
道
指
定
工
事
店
」（
左

表
）で
工
事
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
町
で
は
、
工
事
資
金
を
無
利
子
で

60
万
円
ま
で
融
資
あ
っ
せ
ん
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

下
水
道
の
使
用
料
金
は
、
上
水

道
20
立
方
メ
ー
ト
ル
利
用
で
、

２
、
７
３
０
円
に
な
り
ま
す
。

下
水
道
は
、
皆
さ
ん
に
利
用
さ
れ

な
け
れ
ば
せ
っ
か
く
の
施
設
も
十
分

な
効
果
を
あ
げ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
美
し
い
水
環
境
の
保
全
と
快
適

な
暮
ら
し
の
た
め
に
、
区
域
内
の
皆

さ
ん
の
積
極
的
な
ご
利
用
を
お
願
い

し
ま
す
。

�

役
場
都
市
計
画
課

（
�
�
２
１
１
１
・
内
線
53
）

▲ 新地浄化センター▲ 福田処理場

下水道指定工事店
業　者　名 電話番号

㈱小賀坂組 �２０５３

桜井設備工業㈱ �４７７８

角田建設㈱ �２２６２

㈲サンリット工業 �２３４６

㈱渡辺建設 �３３５５

㈲佐藤水道設備 �３４９２

田中液化ガス㈱ �２４７１

中村土木㈱ �７１３１

㈱管野組 �２８２０

㈱大場設備 �６１１１

小野建設㈱ �２１２５

㈲公水設備 �２８２４

㈲伸栄設備 �６５００

㈱トーヨー建設 �７０３０

鹿島水工㈱ �４１１０

㈱創研社 �２００１

㈲オオタ設備 �２６７７

花塚熱学工業㈲ �２３３４

村田建設㈱ �０９５２

㈲斉藤設備 �２８６８

泉井設備 �８１０１

㈲米山工務店 �５４１１

㈱セントラル住設 �３３８０

山内工業㈱ �８２０４

㈱ハラセツ �２６３１

新和工業㈱ �４５８１

草野建設㈱ �１６６６

㈱小野内工務店 �３５４４

伊藤建設工業㈱ �５２０５

㈲山村設備 �５２２１

㈱コハタ �４７１１
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う
つ
く
し
ま
未
来
博
は
来
年
開
催

さ
れ
る
た
め
、「
先
の
見
通
し
が
立
た

な
い
」「
会
場
が
遠
く
て
時
間
が
か
か

る
」
な
ど
の
理
由
で
購
入
を
買
い
控

え
て
い
る
方
々
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

町
で
は
、
一
人
で
も
多
く
の
町
民

に
未
来
博
会
場
に
足
を
運
び
、
う
つ

く
し
ま
未
来
博
に
参
加
・
体
験
し
て

い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
町
民
研
修

を
実
施
す
る
た
め
、
貸
し
切
り
バ
ス

を
運
行
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
10
月
１
日
か
ら
も
う

一
度
、
第
１
期
前
売
り
入
場
券
販
売

の
取
り
ま
と
め
を
行
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
の
で
、
研
修
に
参
加
さ
れ
る

方
は
是
非
こ
の
機
会
に
お
買
い
求
め

下
さ
い
。

第
２
期
前
売
り
入
場
券
（
来
年
１

月
１
日
か
ら
発
売
）
や
当
日
券
に
比

べ
、
大
変
格
安
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ご
家
族
で
行
か
れ
る
予
定
の
方
も
、

今
が
お
買
い
得
に
な
っ
て
い
ま
す
の

で
購
入
を
お
勧
め
し
ま
す
。

新
地
町
う
つ
く
し
ま
未
来
博
ニ
ュ
ー
ス

�

�

さ
ら
に
、
い
ま
入
場
券
を
買
う
と
、

「
森
の
宝
島
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
と
し
て
、

応
募
し
た
方
に
旅
行
券
な
ど
抽
選
で

す
て
き
な
景
品
が
も
ら
え
る
チ
ャ
ン

ス
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
県
内
の
主

な
観
光
施
設
や
宿
泊
施
設
で
優
待
割

引
が
受
け
ら
れ
る
な
ど
の
特
典
も
つ

い
て
い
ま
す
。

▲ 各地区で開催した説明会

※大人、高校生、小・中学生の区分は、平成13年4月1日現在を適用の基準日とし
ます。
※特別割引入場券は、会場へ入場する時点を基準とします。

①
行
政
区
単
位
で
実
施
し
ま
す
の
で
、

区
長
さ
ん
を
中
心
に
取
り
ま
と
め
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

②
研
修
の
参
加
費
用
は
、
バ
ス
代
と

し
て
大
人
も
子
供
も
一
人
５
０
０
円
。

③
バ
ス
の
乗
車
定
員
は
50
人
に
１
台

と
し
、
前
売
り
入
場
券
の
販
売
枚
数

や
研
修
の
参
加
人
員
に
よ
っ
て
バ
ス

を
運
行
し
ま
す
の
で
、
バ
ス
１
台
に

満
た
な
い
場
合
は
、
他
の
行
政
区
の

方
と
の
相
乗
り
に
な
り
ま
す
。

④
研
修
日
や
出
発
時
間
な
ど
は
、
各

行
政
区
で
決
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

⑤
こ
の
町
民
研
修
は
、

に
実
施

し
ま
す
。

⑥
入
場
券
は
、
後
日
代
金
引
き
換
え

と
な
り
ま
す
。

会
場
地
周
辺
に
は
駐
車
場
も
あ
り

ま
す
が
、
駐
車
料
金
が
か
か
る
こ
と

や
混
雑
も
予
想
さ
れ
る
た
め
で
き
る

だ
け
バ
ス
を
利
用
さ
れ
た
方
が
便
利

で
す
。

一
人
で
も
多
く
の
方
々
に
、
未
来

博
会
場
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
く
た

め
に
、
こ
の
研
修
事
業
を
計
画
し
ま

し
た
の
で
入
場
券
を
購
入
の
う
え
参

加
し
て
下
さ
い
。
後
日
、
各
地
区
の

班
長
さ
ん
が
申
し
込
み
の
取
り
ま
と

め
に
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

小・中学生には
「未来博体験学習」
入場券・バス代は全額町負担

平成14年度から学習指導要領が改正され、体

験学習が重要視されるようになります。このよう

な時期に21世紀のキーワード「森と共生するくら

し」の新世紀実験場として、様々な知恵や技術、

新しいライフスタイルが提案される「うつくしま

未来博」が開催されます。

21世紀の新地町を担う児童生徒に、うつくし

ま未来博に参加・体験させ、子供たちの未来へ

の夢と希望・創造を豊かに育んでいくことを願

い、うつくしま未来博体験学習を実施します。

①この体験学習は、小学３年生から中学３年生

までの児童・生徒を対象に実施します。（来年

度就学時）

②費用は、全額町が負担しますので、個人で購

入する必要はありません。

③学校行事として取り組むため、実施日などの

詳しいことは教育委員会や各学校で検討して

行きます。

９０市町村ふれあいパーク
町では、うつくしま未来博の出展事業の「９０市町村ふれあ

いパーク」に相馬地方６市町村共同で参加します。

町の特産品（地酒「鹿狼山」、トマト、イチョウ葉エキス、小
女子、りんごジュースなど）の展示・販売

・福田十二神楽
・駒ケ嶺小学校一輪車クラブ
・藤崎劇団

�
駒
ヶ
嶺
小
学
校
の
「
一
輪
車
ク
ラ
ブ
」

貸し切りバス運行
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平
成
12
年
度
の
新
地
町
敬
老
会
が

９
月
15
日
の
敬
老
の
日
に
町
総
合
体

育
館
で
開
か
れ
、
約
６
０
０
人
が
参

加
し
ま
し
た
。
今
年
の
招
待
者
は
、

２
、１
０
８
人
で
、
最
高
齢
者
は
女

性
が
舘
岡
ナ
ミ
エ
さ
ん
（
中
里
）
の

101
歳
、
男
性
が
宇
佐
見
嘉
一
さ
ん

（
下
真
弓
）
で
95
歳
で
し
た
。

式
で
は
、
こ
の
日
誕
生
日
の
早
川

カ
メ
ヨ
さ
ん
（
新
地
町
）
に
98
歳
の

特
別
敬
老
祝
金
を
、
95
歳
に
な
ら
れ

た
宇
佐
見
嘉
一
さ
ん
、
90
歳
に
な
ら

れ
た
加
藤
勇
一
さ
ん
（
新
地
町
）、
88

歳
を
迎
え
た
門
馬
勇
さ
ん
（
埒
浜
）

ら
に
長
寿
杯
を
、
夫
婦
と
も
に
80
歳

以
上
の
加
藤
安
・
テ
ツ
ヨ
さ
ん
夫
婦

（
新
地
町
）
ら
に
長
寿
夫
婦
杯
を
、
80

歳
を
迎
え
た
平
間
正
治
さ
ん
（
城
内
）

ら
に
賀
寿
を
、
結
婚
50
年
を
迎
え
た

平
間
剛
・
お
あ
さ
さ
ん
夫
婦
（
城
内
）、

佐
藤
幸
吉
・
芳
子
さ
ん
夫
婦
（
沢
口
）

ら
に
金
婚
夫
婦
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。
荒
町
長
が
「
皆
さ
ん
の
長
寿

は
町
の
願
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
お

元
気
で
長
年
培
っ
た
経
験
や
知
識
を

ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し
て
く
だ
さ
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
、
受
賞
者
を
代
表
し

て
、
平
間
正
治
さ
ん
が
謝
辞
を
述
べ

ま
し
た
。
最
後
に
、
町
社
会
福
祉
協

議
会
の
林
秀
一
副
会
長
の
音
頭
で
、

出
席
者
全
員
で
万
歳
三
唱
を
行
い
、

長
寿
を
祝
い
ま
し
た
。

式
終
了
後
は
、
各
地
区
婦
人
会
に

よ
る
唄
や
踊
り
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

が
披
露
さ
れ
、
盛
ん
な
拍
手
が
送
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

特
養
新
地
ホ
ー
ム
の
敬
老
会
が
９

月
12
日
、
同
ホ
ー
ム
で
行
わ
れ
、
入

所
者
や
家
族
ら
約
100
人
が
出
席
し
、

長
寿
を
祝
い
ま
し
た
。
最
高
齢
者
は
、

女
性
が
目
黒
麻
野
さ
ん
の
98
歳
、
男

性
が
田
中
實
さ
ん
で
94
歳
で
し
た
。

式
で
は
、
し
ん
ち
福
祉
会
の
寺
島

洵
一
理
事
長
が
あ
い
さ
つ
。
続
い
て
、

90
歳
、
88
歳
に
な
ら
れ
た
入
所
者
に

長
寿
杯
を
、
80
歳
を
迎
え
た
入
所
者

に
賀
寿
を
贈
り
ま
し
た
。
終
わ
り
に

入
所
者
を
代
表
し
て
加
藤
イ
ノ
さ
ん

が
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

式
終
了
後
は
、
３
小
学
校
の
児
童

６
人
に
よ
る
作
文
の
朗
読
発
表
が
行

わ
れ
「
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
長
生

小
学
生
が
作
文
朗
読
で

長
寿
を
祝
う

町内最高齢者の舘岡ナミエさん（中里）が９
月16日に満101歳の誕生日を迎えました。敬老の
日には荒町長が訪問し、長寿を祝いました。
舘岡さんは、毎日欠かさず、好物のウニの瓶

詰めやヒラメの刺身を食べ元気いっぱい。天気
の良い日にはドライブを楽しむそうです。

き
し
て
く
だ
さ
い
」
と
、
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
送
り
ま
し
た
。

介護保険は、介護を社会全体で支えるため、高齢者の方も含め40歳以上のすべての方に保険料を納めていただくことにな

っています。これまでは40歳から64歳までの方に介護保険料を納めていただいていますが、10月からは65歳以上の方の納付

が始まります。介護が必要となったときには、誰もが安心して介護サービスが利用できるよう、保険料の納付にご協力をお

願いします。

65歳以上の方の保険料
保険料の額については、所得に応じた保険料を負担していただくことになります。世帯に住民税が課税される方がいない

場合などは保険料が軽減されます。また、災害、失業、倒産などで保険料を納めることが難しい場合には、保険料の減免が

受けられる場合がありますので相談ください。

保険料の納め方
保険料の納め方には、年金からの天引き（特別徴収）と、口座振替または納付書による納付（普通徴収）があります。

老齢・退職年金が年額18万円（月額１万５千円）以上の方は、年金からの天引きになります。今年度は、10月、12月、
２月に、それぞれ２カ月分の保険料が天引きされます。
※老齢福祉年金、障害年金、遺族年金からは天引きされません。

老齢・退職年金が年額18万円（月額１万５千円）未満の方、または、年金を受けていない方、基礎年金のない方は、納期ご
とに口座振替または納付書により納めていただきます。
※納期限（平成12年度） ・第１期　10月31日　・第２期　12月25日　・第３期　１月31日

※保険料の額は年額

軽　減

割　増

所得の低い方

本人住民税
非課税の方

本人が住民税を
納めている方

軽減される方

生活保護の受給者、
老齢福祉年金受給者
（住民税世帯非課税）

基準額×0.5

平成 1 2年度

平成 1 3年度

平成1 4年度

3 , 3 6 0円

1 0 , 0 8 0円

1 3 , 4 4 0円

5 , 0 4 0円

1 5 , 1 2 0円

2 0 , 1 6 0円

6 , 7 2 0円

2 0 , 1 6 0円

2 6 , 8 6 8円

8 , 4 0 0円

2 5 , 2 0 0円

3 3 , 5 8 8円

1 0 , 0 8 0円

3 0 , 2 4 0円

4 0 , 3 0 8円

基準額×0.75 基準額×1.0 基準額×1.25 基準額×1.5

世帯全員が
住民税非課税

本人が
住民税非課税

本人が住民税課
税で合計所得金
額250万円未満

本人が住民税課
税で合計所得金
額250万円以上

基準額を支払う方 割増の保険料を支払う方

▲ とても元気な早川カメヨさん

▲ 長寿夫婦杯を受ける加藤安・テツヨさん夫婦

▲ 小学生６人が作文を朗読
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猪
苗
代
町
で
行
わ
れ
た
「
全
国
育
樹
祭
」

に
出
席
す
る
た
め
来
県
し
た
谷
洋
一
農
相

は
９
月
16
日
、
町
内
の
農
業
生
産
法
人
新

地
グ
リ
ー
ン
フ
ァ
ー
ム
（
高
橋
良
行
社
長
）

を
訪
れ
、
ト
マ
ト
栽
培
の
ガ
ラ
ス
温
室
施
設

を
視
察
し
ま
し
た
。

荒
町
長
ら
が
出
迎
え
る
中
、
谷
農
相
は

ハ
ウ
ス
内
を
見
学
。
高
橋
社
長
が
10
㍍
以

上
に
成
長
し
た
ト
マ
ト
の
茎
を
手
に
し
な
が

ら
、
ト
マ
ト
栽
培
や
今
後
の
課
題
に
つ
い
て

説
明
し
ま
し
た
。

谷
農
相
は
同
フ
ァ
ー
ム
の
ト
マ
ト
を
試
食

し
な
が
ら
、
今
後
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
と

高
橋
社
長
ら
を
激
励
し
ま
し
た
。

�

出
席
者
全
員
に
よ
る
「
頭
首
体
操
」

TTThhee  PPhhoottoo  SSccrraammbbllee

谷
洋
一
農
相

グ
リ
ー
ン
フ
ァ
ー
ム
視
察

平
成
12
年
度
「
女
性
の
つ
ど
い
」
が
８

月
27
日
、
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
開

か
れ
、
各
女
性
団
体
か
ら
約
270
人
が
出
席

し
ま
し
た
。

つ
ど
い
で
は
、
心
豊
か
な
地
域
社
会
を

つ
く
る
た
め
に
「
女
性
が
参
画
し
や
す
い
環

境
づ
く
り
に
取
り
組
む
」「
地
球
環
境
保
全

の
た
め
ご
み
減
量
化
と
リ
サ
イ
ク
ル
運
動

を
実
践
す
る
」
こ
と
を
大
会
宣
言
と
し
て

決
議
し
、
使
い
捨
て
の
買
い
物
袋
を
使
わ

な
い
「
マ
イ
バ
ッ
グ
運
動
」
に
取
り
組
む
こ

と
を
決
め
、
出
席
者
全
員
に
布
製
の
マ
イ

バ
ッ
グ
を
配
り
ま
し
た
。

新
地
町
女
性
の
つ
ど
い

女
性
参
画
社
会
を
め
ざ
し
て

�
ト
マ
ト
を
試
食
す
る
谷
農
相

女
性
の
た
め
の
「
健
康
講
演
会
」
が
８
月

31
日
、
町
保
健
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
町

内
の
女
性
約
100
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

講
演
会
で
は
、
菅
野
医
院
副
院
長
菅
野
良

恵
先
生
が
「
女
性
の
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
」

と
題
し
て
講
演
を
行
い
、
更
年
期
障
害
の
症

状
、原
因
、
治
療
法
な
ど
に
つ
い
て
、
具
体
的

な
例
を
交
え
な
が
ら
、
て
い
ね
い
に
話
を
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
女
性
の
気
を
つ
け
た
い
病
気

と
し
て
、
子
宮
が
ん
、
発
見
が
難
し
い
卵
巣
が

ん
な
ど
を
あ
げ
、
注
意
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
真
剣
に
聞

い
て
い
ま
し
た
。

女
性
の
た
め
の

「
健
康
講
演
会
」

�
熱
心
に
聞
き
入
る
参
加
者
た
ち

親
善
試
合
を
通
じ
て
、
選
手
の
交

流
と
技
能
の
向
上
を
目
指
し
て
「
第

19
回
新
地
町
・
山
元
町
親
善
少
年
剣

道
大
会
」
が
９
月
17
日
、
町
総
合
体

育
館
で
行
わ
れ
、
両
町
の
小
中
学
生

約
70
人
が
参
加
し
、
日
ご
ろ
の
稽
古

の
成
果
を
競
い
ま
し
た
。

各
部
門
の
優
勝
者
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

▽
団
体
戦
　
小
学
生
の
部
　
新
地

町
／
中
学
生
の
部
　
新
地
町

▽
個
人
戦
　
小
学
生
の
部
　
岩
佐
勇

気
（
山
元
町
）
／
中
学
男
子
の
部

岩
佐
大
地
（
山
元
町
）
／
中
学
女
子

の
部
　
松
山
智
美
（
下
真
弓
）

剣
交
え
交
流
深
め
る

新
地
山
元
親
善
少
年
剣
道
大
会

�

稽
古
の
成
果
を
競
っ
た
剣
士
た
ち

編
集：

〒
９
７
６
―
８
６
０
１

相
馬
市
中
村
字
大
手
先
13

相
馬
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合
（
�
�
０
２
１
１
）

１
　
相
馬
流
れ
山
全
国
大
会（
原
町
市
）

〃
　
松
川
浦
大
橋
ふ
れ
あ
い
マ
ラ
ソ
ン
大
会
（
相
馬
市
）

６
〜
８
　
う
つ
く
し
ま
、ふ
く
し
ま
健
康
福
祉
祭
、
県

シ
ル
バ
ー
美
術
展
（
相
馬
市
）

14

第
11
回
魚
ま
つ
り
（
相
馬
市
）

17

全
国
地
域
安
全
運
動
福
島
県
民
大
会
（
相
馬
市
）

20

ふ
れ
あ
い
福
祉
・
健
康
ま
つ
り（
相
馬
市
）

22

『
い
い
汗
か
こ
う
お
だ
か
ま
ち
大
会
』（
小
高
町
）

「
海
の
サ
ケ
ま
つ
り
」（
鹿
島
町
）

21
〜
22

相
馬
民
謡
全
国
大
会
（
相
馬
市
）

22

松
川
浦
釣
り
大
会
（
相
馬
市
）

28
〜
29

町
文
化
祭
・
商
工
ま
つ
り（
鹿
島
町
）

〃
　
い
い
た
て
村
ま
つ
り
秋
の
陣
（
飯
舘
村
）

〃
　
健
康
福
祉
ま
つ
り
（
原
町
市
）

〃
　
秋
季
競
馬
大
会
（
原
町
市
）

あ
き
い
ち
２
０
０
０
（
原
町
市
）

５
　
テ
イ
チ
ク
全
国
民
謡
大
賞
コ
ン
ク
ー
ル
・
福
島
県

予
選
会
（
小
高
町
）

10
〜
12

佐
須
山
津
見
神
社
（
飯
舘
村
）

11

小
高
町
文
化
祭
・
第
15
回
ギ
ネ
ス
に
挑
戦
（
小
高
町
）

〃
　
産
業
文
化
祭
（
相
馬
市
）

〃
　
農
協
ま
つ
り
（
鹿
島
町
）

12

小
高
町
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
（
小
高
町
）

21

福
島
県
社
会
福
祉
大
会
（
相
馬
市
）

23

浜
通
り
中
学
高
校
生
柔
道
大
会
（
相
馬
市
）

３
　
野
馬
追
の
里
健
康
マ
ラ
ソ
ン
原
町
大
会
（
原
町
市
）

17

町
内
一
周
駅
伝
大
会
（
鹿
島
町
）

当
組
合
で
は
、
今
年
度
中
に
第
４

次
相
馬
地
方
広
域
市
町
村
圏
計
画
を

策
定
す
る
に
あ
た
り
、
相
馬
地
方
６

市
町
村
か
ら
選
出
さ
れ
た
策
定
委
員

と
住
民
懇
談
会
委
員
に
よ
る
合
同
会

議
を
開
催
し
、
出
席
し
た
約
40
名
に

委
嘱
状
を
交
付
し
ま
し
た
。

合
同
会
議
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
経

過
や
今
後
の
計
画
策
定
方
針
を
説
明

し
、
こ
れ
か
ら
の
相
馬
地
方
の
問
題

や
課
題
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
ま
し

た
。今

後
も
引
き
続
き
住
民
懇
談
会
を

開
催
し
、
懇
談
会
で
の
意
見
を
反
映

さ
せ
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

な
お
、
住
民
懇
談
会
委
員
の
構
成

は
次
の
と
お
り
で
す
。

敬
称
略

【
相
馬
市
】
西
啓
太
郎
・
塚
本
文
子

【
相
馬
市
】
阿
部
庄
一
・
寺
原
孝

【
相
馬
市
】
草
野
珠
実
・
松
本
伸
一

【
原
町
市
】
高
橋
清
・
佐
藤
吉
子

【
原
町
市
】
菅
野
弘
子
・
西
内
清
祐

【
小
高
町
】
林
仁
子
・
渡
部
幸
史

【
鹿
島
町
】
田
村
啓
一

【
鹿
島
町
】
小
野
田
ひ
ろ
子

【
飯
舘
村
】
菅
野
敬
・
三
浦
盛

近
年
の
救
急
需
要
は
、
疾
病
構
造

の
多
様
化
、
高
齢
化
の
進
展
等
を
背

景
に
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
お
り
、

救
急
処
置
に
対
し
て
専
門
的
知
識
と

高
度
な
応
急
処
置
技
術
が
強
く
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
救
急
医
療
週

間
に
合
わ
せ
救
急
隊
員
の
日
ご
ろ
の

現
場
に
お
け
る
適
正
な
処
置
と
技
術

の
向
上
、
住
民
に
応
急
処
置
法
の
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的

と
し
て
「
救
急
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

今
後
も
当
組
合
で
は
、
高
度
な
救

命
処
置
が
行
え
る
よ
う
救
急
救
命
士

を
随
時
養
成
す
る
と
と
も
に
、
２
台

目
と
な
る
高
規
格
救
急
自
動
車
を
今

年
度
相
馬
消
防
署
に
配
備
し
更
な
る

救
命
率
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

沿道のご声援　よろしくお願いします

● （体育の日）
午前10時～

小学生の部、ペアの部スタート

午前10時20分～

中学生の部、一般の部、

ウォーキングの部スタート

※当日のコース周辺は、交通規制を

行いますので、ご協力お願いします。

Ｒ
６�

丸
三
機
械�

多
摩
精
密�

駒
ヶ
嶺
小�

ＧＳ�

コース図�

総合運動場�
　スタート�
　ゴール�

新地ホーム�

総合体育館総合体育館�総合体育館�

２Km折返し�

３Km折返し�

５Km折返し�西久保寮�

野球場野球場�野球場�

相
馬
地
方�
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10
月
の
読
み
聞
か
せ
会

読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
ス
イ
ミ
ー
」
が

読
み
聞
か
せ
を
行
い
ま
す
。
楽
し
い
絵

本
や
紙
芝
居
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

10
月
15
日
�

午
前
10
時
30
分
〜
11
時

˝x œ

図
書
館
探
訪

・
晩
夏
　
　
　
　
　
　
　
赤
川
次
郎

湖
畔
の
ロ
ッ
ジ
に
集
っ
た
若
手
俳

優
、
評
論
家
一
家
と
娘
の
家
庭
教
師
、

老
紳
士
、
そ
し
て
オ
ー
ナ
ー
の
家
族
。

穏
や
か
な
避
暑
地
が
、
一
転
愛
憎
渦

巻
く
舞
台
へ
と
変
わ
っ
て
い
く
。

『
小
説
新
潮
』
連
載
の
単
行
本
化
。

・
源
氏
物
語
あ
さ
き
ゆ
め
み
し

１
〜
７
巻
　
　
　
　
　
大
和
和
紀

今
な
お
多
く
の
人
を
引
き
つ
け
て
や

ま
な
い
源
氏
物
語
。
比
類
な
き
美
貌
と

知
性
、
高
貴
な
身
分
を
持
ち
な
が
ら
、

愛
に
渇
く
青
年
、
光
源
氏
の
生
涯
。

・
奇
蹟
の
よ
う
な
こ
と

藤
沢
周

・
黒
塚
　
　
　
　
　
　
　
　
夢
枕
獏

・
金
正
日
と
金
大
中

●
一
般
書

・
た
け
し
の
万
物
創
世
紀

・
ア
ル
バ
イ
ト
の
達
人

●
児
童
書

気
軽
にお

話
し
ま
せ
ん
か

気
軽
にお

話
し
ま
せ
ん
か

20
日
�

各
保
育
所

２
日
�

浜
保
育
所

５
日
�

新
地
保
育
所

６
日
�

駒
ヶ
嶺
保
育
所

福
田
保
育
所

10
日
�

浜
保
育
所

12
日
�

新
地
保
育
所

駒
ヶ
嶺
保
育
所

20
日
�

福
田
保
育
所

30
日
�

浜
保
育
所

各
保
育
所
で
は
、
毎
月
１
回
、
育

児
相
談
を
し
て
い
ま
す
。
育
児
相
談

と
い
う
と
、
か
た
く
聞
こ
え
ま
す
が
、

お
母
さ
ん
方
と
、
お
茶
を
の
み
な
が

ら
、「
ざ
っ
く
ば
ら
ん
」
に
話
を
し
て

い
ま
す
。（
手
作
り
お
や
つ
の
試
食
も

あ
り
ま
す
）

お
母
さ
ん
方
の
中
に
は
、
子
育
て

の
先
輩
も
い
れ
ば
、
新
米
の
お
母
さ

ん
も
い
ま
す
の
で
、
保
育
所
を
「
子

育
て
の
情
報
交
換
の
場
」
と
し
て
開

放
し
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

こ
ど
も
の
つ
ぶ
や
き

保
育
士
「
き
ょ
う
の
誕
生
会
の
メ
ニ

ュ
ー
は
、
三
色
お
は
ぎ
で
す
」

Ａ
君
　
「
せ
ん
せ
い
、
ご
は
ん
は
？
」

・
え
か
き
あ
そ
び

篠
原
良
隆

ぼ
う
が
い
っ
ぽ
ん
あ
っ
た
と
さ

は
っ
ぱ
か
な

は
っ
ぱ
じ
ゃ
な
い
よ
か

え
る
だ
よ
「
か
っ
ぱ
」「
コ
ッ
ク
さ
ん
」

を
は
じ
め
と
す
る
絵
か
き
遊
び
を
紹

介
。
こ
と
ば
に
の
せ
て
絵
を
か
く
楽

し
さ
い
っ
ぱ
い
の
本
。

・
ぼ
く
の
お
姉
さ
ん

丘
修
三

ダ
ウ
ン
症
の
た
め
17
歳
な
の
に
赤

ち
ゃ
ん
の
よ
う
に
し
か
し
ゃ
べ
れ
な
い

お
姉
ち
ゃ
ん
。
お
姉
ち
ゃ
ん
が
初
め

て
お
給
料
を
も
ら
い
、
ご
ち
そ
う
し

て
く
れ
る
話
。

・
く
つ
な
お
し
の
話

・
こ
ど
も
妖
怪
新
聞

「
健
康
日
本
21
」
っ
て
？

健
康
日
本
21
は
、「
す
べ
て
の
国
民

が
健
康
で
明
る
く
元
気
に
生
活
で
き
る

社
会
」
の
実
現
を
図
る
た
め
、
早
世

（
早
死
）
を
減
少
さ
せ
、
痴
呆
や
寝
た

き
り
に
な
ら
な
い
状
態
で
生
活
で
き
る

期
間
（
健
康
寿
命
）
を
延
ば
す
こ
と
を

目
標
に
、
個
人
の
力
と
社
会
の
力
を
合

わ
せ
て
健
康
づ
く
り
を
総
合
的
、
効
果

的
に
推
進
す
る
、
21
世
紀
の
国
民
健

康
づ
く
り
運
動
で
す
。
内
容
は
、
栄

養
・
食
生
活
、
休
養
・
こ
こ
ろ
の
健

康
づ
く
り
な
ど
９
分
野
に
わ
た
っ
て
い

ま
す
が
、
今
回
は
そ
の
中
の
「
身
体
活

動
・
運
動
」
を
紹
介
し
ま
す
。

か
ら
だ
を
よ
く
動
か
す
人
や
、
運
動

を
し
て
い
る
人
は
、
高
血
圧
症
、
糖
尿

病
、
結
腸
が
ん
な
ど
に
か
か
っ
た
り
、

死
亡
が
少
な
い
と
認
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
高
齢
者
で
も
、
歩
行
な
ど
の
日
常

生
活
に
お
け
る
活
動
が
、
寝
た
き
り
予

防
や
寿
命
の
延
長
に
効
果
の
あ
る
こ
と

が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
や
体
操
な
ど
の
特
別
な
活

動
だ
け
で
な
く
、
通
勤
・
家
事
・
勤
労

お
母
さ
ん

ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で

な
ど
日
常
生
活
の
か
ら
だ
の
動
き
全
体

が
重
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

身
体
活
動
量
を
増
や
す
た
め
に
は
、

状
況
に
応
じ
て
、
通
勤
・
買
い
物
で
歩

く
こ
と
、
階
段
を
あ
が
る
こ
と
な
ど
身

体
を
動
か
す
こ
と
を
日
常
生
活
に
取
り

入
れ
る
こ
と
が
有
効
で
す
。
か
ら
だ
を

動
か
す
こ
と
の
実
践
は
、
そ
の
前
段
階

と
し
て
「
で
き
る
だ
け
心
掛
け
る
」
と

い
う
意
識
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
す
。

か
ら
だ
を
動
か
す
こ
と
の
う
ち
、
最

も
身
近
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
の

は
歩
行
で
す
。
現
在
は
１
日
当
た
り
の

平
均
歩
数
は
、
男
性
８，
２
０
２
歩
、

女
性
７，
２
８
２
歩
で
す
。
少
し
で
も

歩
数
を
増
や
し
て
い
く
よ
う
努
力
し
た

い
も
の
で
す
。

運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
は
余
暇
の
時
間
に

行
う
活
動
で
あ
り
、
爽
快
感
や
楽
し
さ

を
求
め
て
行
わ
れ
る
と
同
時
に
、
疾
病

を
予
防
し
、
活
動
的
な
生
活
を
送
る
基

礎
と
な
る
体
力
を
増
加
さ
せ
る
も
の
で

も
あ
り
、
積
極
的
に
取
り
組
み
た
い
も

の
で
す
。（
運
動
習
慣
者
と
は
、
１
回

30
分
以
上
の
運
動
を
、
週
２
回
以
上

実
施
し
、
１
年
以
上
継
続
し
て
い
る

人
）体

を
動
か
す
こ
と
は
、
健
康
を
考
え

る
き
っ
か
け
と
し
て
大
き
な
意
味
を
持

っ
て
お
り
、
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
程
度

で
実
施
で
き
ま
す
。
少
し
ず
つ
で
も
取

り
組
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

Hello Shinchi!
September is a month for sports. At the beginning of the
month we had the Sports Day at Shoei. Then the Olympics
began in Sydney, Australia. And for the first and second
year student, there was the new players’ tournament.
Each of these is a different side of sports.
Although we sometimes have Sports Day in Canada for
junior high school, it’s different from what takes place in
Japan. In Canada, it’s just a day for crazy games and to
have fun. We don’t practice at all. Parents and family don’t
usually come. But here in Japan, Sports Day is more than
just having fun. It’s a performance for the whole town to
see. The students and teachers work very hard to make
Sports Day an interesting event for everyone. Family
members even have a chance to participate.
The Olympics are a kind of performance too. People all

over the world watch the Olympics on TV. We watch to
see our athletes compete against the best in the world. We
cheer our athletes and feel pride in their success. But the
Olympics is more than how many gold medals your coun-
try wins. It’s about doing your best. Even if you don’t win,
just competing at the Olympics is a rare honor. When I
watch the Olympics, I feel inspired by the athletes. It’s
beautiful.
The new players’tournament is another side to sports.

The students all have to practice very hard all year long
and this is their chance to play against other teams. It’s
great when they do well, and Shoei has several good
teams. But again, winning isn’t everything. I hope the stu-
dents enjoy their games and maybe learned some lessons
from them. As long as they try their best and never give
up, they should be proud of themselves. That, to me, is the
true Olympic spirit.
Your friend

・
イ
エ
ス
＆
ノ
ー
心
理
チ
ェ
ッ
ク

・
海
の
幸
と
日
本
人

２
０
０
０
年
読
書
週
間

10
月
27
日
�
〜
11
月
９
日
�

図
書
館
ふ
れ
あ
い
週
間

▼
日
程
　
10
月
28
日
�
〜

11
月
12
日
�

▼
場
所
　
町
図
書
館

▼
内
容
　
読
み
聞
か
せ
・
人
形
劇
・

ア
ニ
メ
上
映
・
各
種
展
示
物
な
ど

◎
ど
う
や
っ
て
言
葉
を
お
し
え
る
の

◎
相
談
相
手
が
い
な
い

◎
遊
ば
せ
方
が
わ
か
ら
な
い

◎
育
児
に
自
信
が
な
い

◎
躾
の
仕
方
が
わ
か
ら
な
い

◎
食
事
の
方
法
が
わ
か
ら
な
い

な
ど
、
不
安
や
悩
み
が
あ
る
よ
う

で
す
。

話
を
し
て
良
か
っ
た

育
児
相
談
は
、
和
気
あ
い
あ
い
の

中
で
話
を
し
て
お
り
、

◎
不
安
な
気
持
ち
を
聞
い
て
も
ら
え

た
り
具
体
的
に
答
え
て
も
ら
い
不
安

が
軽
く
な
っ
た
。

◎
話
を
す
る
こ
と
で
、
リ
ラ
ッ
ク
ス

で
き
楽
し
か
っ
た
。

◎
手
作
り
お
や
つ
が
お
い
し
か
っ
た

な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
こ
の

相
談
会
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
お
母

さ
ん
同
士
の
親
交
も
深
ま
り
子
ど
も

さ
ん
の
送
り
迎
え
に
は
、
気
軽
に
話

を
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
又
、
保
育

所
で
の
様
子
が
聞
か
れ
た
り
、
同
年

齢
の
子
ど
も
の
発
達
に
つ
い
て
知
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

心
に
余
裕
が
で
き
、
新
鮮
な
気
持

ち
で
子
ど
も
に
接
す
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
は
良
い
こ
と
で
す
ね
。

毎
月
開
催
し
て
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▲毎日元気に遊んでいます。

▲ 各保育所で運動会（上：駒ヶ嶺保育所、左：新地保育所、右：福田保育所）
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� 役場

21
日
　
臨
時
議
会
、
農
業
経
営
改
善

支
援
セ
ン
タ
ー
会
議

23
日
　
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
（
介

護
保
険
）

24
日
　
老
人
ク
ラ
ブ
輪
投
げ
大
会

25
日
　
国
勢
調
査
「
指
導
員
」
事
務

打
合
せ
会
、
町
土
地
改
良
区

理
事
会

26
日
　
相
馬
地
方
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
究
大
会

新
地
大
会

27
日
　
女
性
の
つ
ど
い
、
新
地
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
研
修
会

28
日
　
町
農
地
流
動
化
推
進
委
員

会
、
総
合
計
画
策
定
委
員
会

29
日
　
相
馬
地
方
広
域
市
町
村
圏
組

合
管
理
者
会
議

30
日
　
県
総
合
防
災
訓
練
（
第
２
分

団
他
）

31
日
　
入
札
、
町
公
害
対
策
審
議
会

１
日
　
新
地
小
屋
体
改
築
安
全
祈
願
祭

３
日
　
尚
英
中
学
校
運
動
会

７
日
　
国
保
運
営
協
議
会

８
日
　
行
政
区
長
会

11
日
　
国
勢
調
査
「
調
査
員
」
事
務

打
合
せ
会
、
農
地
関
係
災
害

査
定

12
日
　
特
養
新
地
ホ
ー
ム
敬
老
会

13
日
　
入
札

14
日
　
議
会
定
例
会

15
日
　
町
敬
老
会
、
館
岡
ナ
ミ
エ
宅
へ

祝
賀
訪
問

17
日
　
県
消
防
協
会
相
馬
支
部
幹
部
大
会

18
日
　
決
算
審
査
特
別
委
員
会
全
体
会

及
び
分
科
会
（
21
日
）
ま
で

（子供） （親） （地区）
拓
たく

海
み

橋本亮一・恵美 藤　崎
紗也佳
さ や か

丸田和弘・洋子 上真弓
佳菜恵
か な え

森　正弘・真澄 杉　目
未
み

沙
さ

長倉孝宗・あい 作　田
優
ゆう

花
か

林義美・まゆみ 岡
愛
ま

生
お

鈴木一光・文江 藤　崎
晶
あき

菜
な

小野裕康・光恵 小　川

（死亡者） （年齢） （地区）
森　　幸雄 ９３歳 渋　民
小野　　嵩 ８３歳 小　川
遠藤　　光 ８１歳 小　川
森　　ハナ ７３歳 富　倉
武澤　七郎 ８４歳 釣　師
遠藤　保男 ７９歳 岡
林　ヒロイ ７７歳 上真弓
今野　ハナ ９１歳 小　川
櫻井　修吾 ８７歳 明　地

（平成１２年８月２１日～９月２０日届出）

水道

新
地
公
民
館
で
は
、
幸
せ
な
結
婚

を
応
援
す
る
講
演
会
を
、
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。
良
き
パ
ー
ト
ナ
ー

を
求
め
て
い
る
方
や
地
域
で
結
婚
相

談
に
関
わ
っ
て
い
る
方
、
ぜ
ひ
ご
聴

講
く
だ
さ
い
。
一
般
の
方
も
歓
迎
し

ま
す
。
現
在
の
結
婚
に
つ
い
て
の
問

題
点
や
21
世
紀
に
向
け
て
の
展
望
な

ど
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

10
月
24
日
�
午
前
10
時
〜

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

�
日
本
青
年
館
結
婚
相
談
所
長

板
本
洋
子
氏

「
21
世
紀
・
こ
れ
か
ら
の
結
婚
」

�
新
地
公
民
館
（
�
�
２
０
８
５
）

10
月
11
日
�
か
ら
17
日
�
ま
で
の

１
週
間
は
違
反
建
築
防
止
週
間
で
す
。

こ
れ
は
、
良
好
な
市
街
地
環
境
の

形
成
や
建
築
物
の
安
全
性
の
確
保
に

理
解
を
深
め
て
も
ら
う
も
の
で
、
期

間
中
の
10
月
16
日
�
に
は
一
斉
公
開

建
築
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
ま
す
。

�
都
市
計
画
課
（
�
内
線
33
）

◎
寄
付

・
飯
土
井
小
翁
さ
ん
（
新
町
）
よ
り

タ
オ
ル
段
ボ
ー
ル
１
箱
／
大
堀
ス
サ

子
さ
ん
（
岡
）
よ
り
紙
オ
ム
ツ
多

数
／
石
田
初
男
さ
ん
（
小
川
）
よ
り

ス
イ
カ
２
個
／
阿
部
ノ
ブ
さ
ん
（
小

川
）
よ
り
タ
オ
ル
１
０
０
本
／
五
十

嵐
恒
雄
さ
ん
（
城
内
）
よ
り
ユ
ウ
ガ

オ
３
個
／
山
内
安
義
さ
ん
（
高
田
）

よ
り
ジ
ャ
ガ
イ
モ
75
キ
ロ
、
カ
ボ
チ
ャ

16
個
／
目
黒
信
雄
さ
ん
（
原
相
善
）

よ
り
ス
イ
カ
３
個
／
今
野
保
さ
ん

（
相
馬
市
）
よ
り
33
万
８
、９
９
５
円

◎
慰
問
・
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

・
特
養
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
24
回
48
人
／

Ｊ
Ａ
す
ず
ら
ん
10
回
19
人
／
レ
マ
ン

の
会
１
回
３
人
／
漁
協
婦
人
部
１
回

３
人
／
鉄
炮
町
歌
謡
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

１
回
４
人
／
菅
谷
習
字
ボ
ラ
ン
テ
イ

ア
１
回
２
人
／
新
地
高
校
２
回
９
人

※この欄に掲載を希望しない方は、届出のときに申し
出て下さい。

� 10月17日�
午前10時～
午後４時

� 保健センター
（��２０９６）

� 全血献血
成分献血

う
つ
く
し
ま
未
来
博
の
タ
イ
ア
ッ
プ

事
業
と
し
て
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
楽
し
め
る
「
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
」
の

東
北
交
流
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

11
月
25
日
�
〜
26
日
�

午
前
11
時
か
ら

松
川
浦
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

150
人
（
県
内
50
人
、

県
外
100
人
）

・
宿
泊
す
る
方
　
１
１，
０
０
０
円

・
宿
泊
し
な
い
方
　
５，
０
０
０
円

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

性
別
、
電
話
番
号
、
宿
泊
の
有
無
を

記
入
し
て
、
ハ
ガ
キ
又
は
フ
ァ
ッ
ク

ス
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

10
月
23
日
�
（
定
員

に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り
）

�〒
９
７
６
―
０
０
４
２

相
馬
市
中
村
字
塚
ノ
町
65-

16
相
馬
市

振
興
公
社
内
「
相
馬
松
川
浦
カ
ッ
プ
」

大
会
事
務
局

（
�
�
５
５
４
４
・
�
�
５
７
６
７
）

10
月
16
日
�
〜
22
日
�
の
一
週
間

は
「
秋
の
行
政
相
談
週
間
」
で
す
。

行
政
相
談
は
、
国
・
県
・
市
町

村
・
公
団
・
公
庫
・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
・
Ｊ
Ｒ

等
の
仕
事
に
関
し
て
困
っ
て
い
る
こ

と
や
要
望
し
た
い
こ
と
等
の
相
談
に

応
じ
、
そ
の
解
決
の
お
手
伝
い
を
す

る
も
の
で
す
。

こ
の
週
間
中
に
次
の
日
程
で
特
設

行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。
相
談

は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

10
月
16
日
�

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

斎
藤
洸
旦
（
�
�
３
６
９
７
）

�
企
画
振
興
課
（
�
内
線
35
）

相
馬
公
共
職
業
安
定
所
で
は
、
来

年
３
月
に
高
等
学
校
卒
業
予
定
者
で
、

就
職
が
決
ま
っ
て
い
な
い
高
校
生
を
対

象
に
就
職
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。

10
月
26
日
�

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
丸
屋

（
原
町
市
）

�
相
馬
公
共
職
業
安
定
所

（
�
�
０
２
１
１
）

福
島
県
相
双
農
林
事
務
所
で
は
、

原
町
市
「
社
寺
神
の
森
」
で
の
ス
ギ

の
枝
打
ち
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し

ま
す
。

11
月
11
日
�

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

30
人

10
月
23
日
�

�相
双
農
林
事
務
所
（
�
�
１
１
７
２
）

土

地

月

間

10
月
は
土
地
月
間
で
す
。

２０００年国勢調査
調査票の提出はお済みでしょうか？
まだの方はお早めに！
� （�内線63）

� 10月19日� 午前９時30分～11時　　� 総合体育館
� 体力測定（握力、上体起こし、長座体前屈、反復横とび、

立ち幅とび、急歩）
� 新地公民館（��２０８５）
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◆
新
地
短
歌
会

連
日
の
暑
さ
に
も
負
け
ぬ
雑
草
の

伸
び
る
姿
ぞ
た
く
ま
し
く
見
る

片
平
　
ト
シ

民
宿
の
庭
の
黄
楊
の
木
巨
大
に
て

客
を
呼
ぶ
が
に
両
の
手
ひ
ろ
ぐ

小
山
田
つ
や

生
命
分
つ
想
い
に
か
ら
れ
大
輪
の

薔
薇
の
新
芽
を
丹
念
に
挿
す

桜
井
　
京
子

刈
る
人
も
な
く
て
繁
れ
る
川
土
手
に

宵
待
草
の
優
し
く
咲
き
お
り

寺
島
　
淑
子

古
き
種
蒔
き
て
育
て
し
朝
顔
の

赤
紫
と
鮮
や
か
に
咲
く

今
野
　
好
子

狭
間
よ
り
立
ち
の
ぼ
る
霧
う
す
く
な
り

天
気
予
報
の
梅
雨
明
け
を
聞
く

高
橋
ク
ニ
子

黄
芙
蓉
の
大
輪
の
花
の
ゆ
か
し
さ
に

道
行
く
人
ら
足
を
と
ど
む
る

大
須
賀
し
づ

我
が
家
は
小
さ
け
れ
ど
も
ひ
ぐ
ら
し
の

日
ね
も
す
鳴
き
て
今
日
も
暮
れ
ゆ
く

高
橋
　
忠
雄

国
の
為
命
捨
つ
る
が
人
生
と

征
く
人
の
手
記
襟
正
し
読
む

菅
野
八
重
子

農
継
ぐ
は
己
が
さ
だ
め
と
爽
か
に

笑
み
し
青
年
稔
り
田
に
立
つ

荒
　
　
洋
子

大
阪
城
公
園
な
か
に
テ
ン
ト
張
り

暮
せ
る
人
ら
を
初
め
て
知
り
ぬ

桜
井
　
英
子

一
輪
の
紅
薔
薇
切
り
て
飾
り
た
り

唯
そ
れ
だ
け
に
心
弾
み
ぬ

小
松
　
永
子

海
外
研
修
を
通
し
て
、
国
際
理
解

を
深
め
る
と
と
も
に
広
い
も
の
の
見

方
を
身
に
つ
け
て
い
た
だ
き
、
そ
の

体
験
を
地
域
社
会
や
職
場
、
家
庭
、

各
種
団
体
、
グ
ル
ー
プ
活
動
等
に
活

か
し
て
も
ら
お
う
と
、
今
年
も
町
海

外
派
遣
事
業
「
町
民
の
翼
」
を
実
施

し
ま
す
。

今
年
は
、
シ
ド
ニ
ー
・
メ
ル
ボ
ル

ン
・
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
の
オ
セ
ア
ニ
ア
３

都
市
へ
、
廃
棄
物
処
理
や
市
民
参
加

の
都
市
環
境
づ
く
り
、
高
齢
者
福
祉

等
に
つ
い
て
視
察
研
修
し
、
見
聞
を

広
め
て
き
ま
す
。

団
員
は
次
の
18
人
で
す
。

（
敬
称
略
）

目
黒
美
知
子
（
団
長
・
第
７
行
政
区
）

白
石
　
久
子
（
第
２
行
政
区
）

荒
　
さ
い
子
（
第
２
行
政
区
）

小
島
ひ
ろ
子
（
第
２
行
政
区
）

熊
澤
　
静
江
（
第
４
行
政
区
）

今
野
久
美
子
（
第
５
行
政
区
）

小
野
　
恵
子
（
第
８
行
政
区
）

荒
　
　
和
子
（
第
９
行
政
区
）

石
田
　
淳
子
（
第
12
行
政
区
）

阿
部
久
美
子
（
第
13
行
政
区
）

森
　
　
き
ん
（
第
14
行
政
区
）

千
田
　
祥
子
（
Ｊ
Ａ
・
第
12
行
政
区
）

飯
土
井
小
翁
（
商
工
会
・
第
13
行
政
区
）

佐
々
木
け
い
子
（
消
防
団
・
第
８
行
政
区
）

加
藤
　
順
子
（
新
地
婦
人
会
・
第
７
行
政
区
）

寺
島
　
悦
子
（
新
地
婦
人
会
・
第
８
行
政
区
）

林
　
　
和
子
（
福
田
婦
人
会
・
第
４
行
政
区
）

加
藤
　
澄
子
（
事
務
局
・
新
地
公
民
館
）

▲ 第１回目の打合わせ会

Ｄｅａｒ　Ｓｈｉｎｃｈｉ！

９月はスポ－ツの月です。尚英中学校では９月の初めに

運動会をしました。オ－ストラリアのシドニ－ではオリンピ

ックが始まりました。１・２年生は新人戦があります。運

動会と新人戦はそれぞれ違います。

中学校でカナダでも運動会がありましたが、日本でやっ

ているのとは違います。カナダではその日だけ楽しいゲ－ム

をしてとてもおもしろいです。全然練習はしません。両親や

家族は普通見に来ません。しかし日本では、運動会は楽し

いばかりではありません。町全体のための競技ですね。生徒

や先生は町の人々のために一生懸命練習をします。家族の

人でも参加する機会があります。

オリンピックも一種の競技です。世界中の人々がテレビ

でオリンピックを見ます。私たちは選手たちが世界のトップ

レベルの競技をするのを見ます。選手たちを応援し彼らの

成功を誇りに思います。しかしオリンピックはあなたの国が

いくつの金メダルをとったかばかりではありませんね。それ

は、たとえ勝てなくてもベストを尽くしたということであ

り、オリンピックで競技することは名誉なことです。オリン

ピックを見るとき選手たちによって感動を与えられます。そ

れは素晴らしいことです。

新人戦はこれとは違った大会です。選手たちは１年中一

生懸命練習しなければいけません。そして新人戦は他のチ－

ムと試合をするチャンスです。上手にプレイするのは素晴ら

しいです。そして尚英中では良いチ－ムがあります。しかし

ふたたび勝つことが全てではありません。生徒たちが試合を

楽しみ、練習からたくさんの事を学ぶことを望んでいます。

彼らがベストを尽くす限り、決してあきらめなければ自分を

誇りに思うべきですね。私にとっても、そのことが本当のオ

リンピックの精神です。

Ｙｏｕｒ　ｆｒｉｅｎｄ，
和訳：尚英中学校　松田勘太先生



ちょっとひといき

●人口／9,060人（＋20人）
男／4,414人（＋06人）
女／4,646人（＋14人）

●世帯数／２,439世帯（＋2世帯）
９月１日現在（ ）は前月比

●固定資産税 第3期分
●国民健康保険税 第4期分
●国民年金 10月 分
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実
り
の
秋
、
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、
読
書
の
秋
、
そ
し
て
食
欲
の
秋
。
秋
は
何
を
す
る
の
に
も
良
い
季
節
で
す
。

野
外
で
は
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
「
芋
煮
会
」
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
家
族
や
仲
間
同
士
で
「
芋
煮
会
」
を
楽
し
ん
で
は
い
か
が
で
す
か
。

■
い
よ
い
よ
町
内
で
も
、
下
水
道
の
供
用
（
一
部
）

が
始
ま
り
ま
し
た
。
区
域
内
の
み
な
さ
ん
は
「
待
ち

に
待
っ
た
」
下
水
道
の
供
用
開
始
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
「
よ
り
清
潔
に
・
よ
り
便
利

に
」
な
る
と
思
い
ま
す
。
■
町
で
は
、
平
成
27
年
を

目
標
に
順
次
下
水
道
の
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

多
く
の
時
間
と
費
用
が
か
か
り
ま
す
が
、
新
地
町
の

豊
か
な
自
然
を
後
世
に
残
す
た
め
に
も
、
み
な
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
晴
）


